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安中市の公式ツイッターをご利用ください。
https://twitter.com/Annaka_City

豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち
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災
害
か
ら
命
を
守
る
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　市では地震や土砂災害、水害などの自然災害に対応するため、「６つの心得」を
まとめたガイドブックを平成26年3月に作成し、毎戸配布しました。
　災害は「いつ・どこで」起こるかわかりません。事前の備えとしてこのガイドブッ
クを活用し、各家庭や職場における避難場所・避難経路の確認や、備蓄物品を見直
してみてください。
　このガイドブックがお手元にない場合は、□本危機管理課または□松総務管理課でお
渡しできます。また、ホームページからもご覧になれます。
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　９月１日は、1923年（大正12年）に関東大震災が発生した日であり、本格的な台風シーズン
を迎える時期であることから、昭和35年の閣議での了解により「防災の日」として制定されました。
　防災の日は「災害についての認識を深め、災害に対処する心構えを準備する日」とされています。
この機会に防災について改めて考えてみてください。

■防災特集　災害から命を守る

○
普
段
の
買
い
置
き
が
そ
の
ま
ま
備
蓄
に
！

　「
日
常
備
蓄
」

　

大
き
な
災
害
の
と
き
は
、
外
部
か
ら
の
支
援
が
届

く
ま
で
に
３
日
か
ら
１
週
間
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
期
間
を
自
ら
の
力
で
生
き
延
び

る
た
め
に
、
各
家
庭
で
食
料
を
３
日
分
以
上
備
蓄
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
災
害
時
用
の
食
料
を
専
用
に
備
蓄
し
て

お
く
の
は
大
変
で
す
。
そ
こ
で
、
日
頃
か
ら
飲
食
し

て
い
る
も
の
を
、少
し
多
め
に
買
い
置
き
し
て
お
き
、

古
い
物
か
ら
消
費
し
て
い
く
「
日
常
備
蓄
」
を
行
う

こ
と
で
、手
軽
に
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
日
常
備
蓄
」
は
、
特
別
な
も
の
を
用
意
す

る
必
要
が
な
く
、
日
常
的
に
消
費
と
補
充
を

繰
り
替
え
し
て
い
く
の
で
消
費
期
限
の
管
理
も
同
時

に
行
え
ま
す
！

○
生
活
水
の
確
保
も
お
忘
れ
な
く
！

　
お
風
呂
は
貴
重
な
「
水
が
め
」
で
す

　

飲
み
水
を
備
蓄
さ
れ
て
い
る
人
も
、
生
活
水
に
つ

い
て
は
忘
れ
が
ち
。
そ
こ
で
、
普
段
か
ら
お
風
呂
に

水
を
張
っ
て
お
く
こ
と
で
、
水
洗
ト
イ
レ
で
あ
れ
ば

災
害
時
に
も
ト
イ
レ
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
手
や
顔
な
ど
を
洗
う
た
め
の
水

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
、
サ
ッ
パ
リ
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

一
般
的
な
家
庭
用
の
お
風
呂
で
も
２
０
０

リ
ッ
ト
ル
以
上
の
水
を
溜
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
飲
み
水
も
「
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト

ル
」
を
目
安
に
備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
自
助
」

ポイントポイント

皆
さ
ん
の
備
え
は

           

万
全
で
す
か
？
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　気象庁では気象警報の４つの改善を実施しました。
①命に危険を及ぼすような大雨等が予想される時

に、５日先までの大雨警報などの発表の可能性を
［高］［中］の２段階で提供します。

②警報・注意報の発表時に、いつ危険度が高まるの
かを確認できるよう、最大24時間先までの危険
度の予想を色分け表示して提供します。

③これまで大雨・洪水警報等の発表基準に用いてき
た雨量に代えて、災害発生との結びつきが強い「指
数」を用います。これにより、より的確な警報･
注意報を提供します。

④大雨・洪水警報が発表されたときに、どこで実際
に危険度が高まっているのかを地図上に色分け表
示します。例えば、「洪水警報の危険度分布」では、
中小河川の急激な増水による危険度の高まりも実
際に水位が上昇するより前の早い段階から確認で
きるようになります。

　これらの情報は、気象庁ホームページでご覧いた
だけます。警報･注意報等が発表された時には、いつ・
どこで災害発生の危険度が高まると予想されている
のかをご確認いただき、早めの安全確保行動を心が
けてください。

○安中市メール配信サービス
　日々の気象情報や火災情報、防
災情報などをメールにてお知らせ
するサービスです。全国瞬時警報
システム（Ｊアラート）とも連携しており、
緊急情報も自動で配信されます。
※QRコードを読み取るか、annaka@entry.
　mail-dpt.jpへ空メールを送信してください。
○緊急速報メール（エリアメール）
　避難勧告などの発令時や気象庁による特別
警報の発表時などの緊急性の高い情報を、観
光客などの一時的な滞在者も含む市内にいる
人の携帯電話やスマートフォンに一斉に配信
します。登録は不要で費用もかかりません。
○安中市公式twitter　
　市ホームページの新着情報や防
災情報などを中心に発信していま
す。アカウント名は「安中市」です。
○安中市ホームページ
　本市にまつわる様々な情報を
日々発信しております。災害時な
どの緊急時にはトップ画面に緊急
情報が表示されます。
○防災行政無線テレホンサービス
　防災行政無線の放送を聞き逃した場合や放
送内容が聞き取りづらかった場合などに、放
送内容を電話で確認できるサービスです。
※0800-800-3664（通話料無料）

　阪神・淡路大震災では、生き埋めや建物などに閉
じ込められた人のうち、およそ６割の人が家族や知
人、隣人に助けられてい
ます。発災直後に、近所
の人を助けられるのはあ
なたと家族です。そして、
あなたを助けることがで
きるのは、家族と近所の
人です。日頃から近所付
き合いを深めたり、自主
防災組織を結成しておく
など、共助による力を高
めておきましょう！

　東日本大震災などの災害を目の当たりにし、地
域の会議で「災害対応を行政に頼らずに、自分た
ちで何かできることはないか」という話が出たこ
とがきっかけで、もともとあった自治会を活用し
て自主防災組織を立ち上げました。
　自主防災組織では毎年、地区全世帯を対象に消
防職員の指導の下、消火器やAEDを使った訓練、
起震車による地震体験のほか、炊き出し訓練で作
成したおにぎりを訓練に参加できなかった一人暮
らしの世帯にも配るなど、地域の連帯感が高まる
ような工夫もしています。その甲斐あってか、自
主防災組織結成後は住民同士の交流も増え、防犯
パトロールなど防災以外の地域づくりにも役立っ
ています。
　地域の連帯感を深めることが有事の際の力にな
ると思いますので、今後も多くの人が参加してく
れるような活動を行いたいです。

○
日
用
品
な
ど
も
忘
れ
ず
に
！

　
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
も
の
を
考
え
ま
し
ょ
う

　

災
害
が
発
生
し
た
直
後
は
、
電
気
・
ガ
ス
・
上
下

水
道
な
ど
が
使
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
こ
れ
ら
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
使
用
で
き
な

い
こ
と
を
想
定
し
、
乾
電
池
式
の
懐
中
電
灯
や
ラ
ジ

オ
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
の
ほ
か
、

自
分
や
家
族
が
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
も
の
を

考
え
な
が
ら
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

予
備
の
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
用
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や

乾
電
池
も
併
せ
て
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
常
備
薬
や
介
護
用
品
、
ベ
ビ
ー
用
品
な
ど
、

災
害
時
に
手
に
入
り
に
く
い
日
用
品
な
ど
も
、「
日

常
備
蓄
」
を
活
用
し
て
各
家
庭
で
備
蓄
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　問合せ▶本危機管理課（☎内線1131）

　問合せ▶前橋地方気象台（☎027-896-1220）

気象警報が生まれ変わります!!

災 害 時 の 情 報 発 信

「 共 助 」 近 所 の 助 け 合 い

☎

☎☎☎☎

☎

☎☎

阪神・淡路大震災時の救助主体
（内閣府HPより）

■ 自力で脱出 ■ 家族
■ 友人・隣人 ■ 通行人
■ 救助隊 ■ その他

「災害時こそ
地域の力を」

上耕地自治会自主防災組織
代表　田島　勳さん

ポイント
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水害や土砂災害などの危険性が高まった場合には、市は前ページ「災害時の情報発信」などを用いて
避難に関する情報を発令します。それぞれの情報がもつ意味を確認し早めの避難を心がけましょう。

危険度 種別 発令の目安 行動

低 避難準備・高齢者
等避難開始

人的被害の発生す
る可能性が高まっ
た状況

◦いつでも避難できるように、準備を始めてください。
◦避難行動に時間を要する人（高齢者、障害者など）はこ

の時点で避難を開始してください。

避難勧告
人的被害の発生す
る可能性が明らか
に高まった状況

◦避難勧告の対象区域にいるすべての人が避難行動を開始
してください。

◦すでに外出することが危険な場合は、自宅内のより安全
と思われる場所に避難してください。

高
避難指示
（緊急）

人的被害の発生す
る可能性が非常に
高いと判断された
状況

◦避難指示（緊急）の対象区域にいるすべての人は直ちに
避難してください。

◦すでに外出することが危険な場合は、自宅内のより安全
と思われる場所に避難してください。

※局地的な雨の場合など、情報が間に合わない場合があります。避難に関する情報が無くても、身の危険を感じ
たら自ら判断し、早めに避難行動を取ってください。

避難とは、必ずしも市が指定している避難所や避難場所へ行くことではありません。
下記の例を参考に、周辺の状況に応じてその場、そのときに最も安全と思われる行動を取りましょう。

〈避難が必要と感じたら即避難を〉
避 難 を 助 け る 情 報

避 難 の 流 れ

指
定
緊
急
避
難
場
所
・

指
定
避
難
所

指
定
避
難
所
に
避
難

自
宅
に
被
害
が
あ
る
か
確
認

そ
の
と
き
最
も
安
全
と

思
わ
れ
る
場
所
へ

在
宅
避
難

自宅が被災し
生活できない

被害がない

災害による危険がない

災害による危険が迫っている

避難場所へ行く
余裕がない

災
害
に
よ
る
危
険
が
な
く
な
る

現
在
の
状
況
の
確
認
（
気
象
情
報
や
避
難
勧
告
な
ど
）

災
害
が
発
生

ま
た
は

発
生
す
る
可
能
性
が
高
い

　文化センターでは、2階エレベーター横に授乳室
を設置しています。
　ご利用の方は、1階事務室までお気軽にお声かけ
ください。
利用時間　8：30〜17：15（毎週火曜日は休館と
なります）

授乳室のご案内

　問合せ▶安中市文化センター（☎381-0586）
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　８月６日（日）に子ども議会が開催されました。
　子ども議会は、市議会本会議場で、市長や教育長に質問する体験を通じ
て、地方自治や政治への関心を深めてもらい、市の行政や市議会への理解
と関心を深めてもらうことを目的としています。
　昨年は、議会改革の一環として市議会主催で開催されましたが、参加し
た子ども議員から是非来年も開催して欲しいという要望を受けて、本年は
市・市議会・教育委員会の３者共催での開催となりました。
　当日は、市内の各中学校から選ばれた３年生21人が子ども議員として
本会議場に入場しました。３人の子ども議長の議事進行により、子ども議
員が壇上に上がると少子高齢化問題や環境問題など本物の議員さながらに
執行部に鋭い質問を投げかけました。
　茂木市長や桑原教育長のわかりやすく丁寧な答弁に満足して質問を終え
る子ども議員がいるかと思えば、納得せず再質問をして市長や教育長から
より具体的な答弁を引き出そうとする子ども議員が相次ぐなど、議場は真
剣なやりとりが続き、議論は大いに盛り上がりました。
　すべての質問が終わると傍聴席や執行部から大きな拍手がわき起こり子
ども議員のみなさんは、議会で質問するという重責をやり遂げ、晴れやか
に議場を後にしました。

子ども議員の感想
○こういった機会はなかなかないため、貴重な経験ができた。
○質問した答弁の内容がわかりやすかった。
○質問には緊張したが、答弁する側にも挑戦してみたいと

思った。
○質問した内容をすぐに市政にいかしてほしい。
○ほかの人の意見を聞くことができて、新鮮だった。

子ども議員名簿と質問内容（○印＝議長）
中学校名 氏名 質問内容
新 島 岐津　　舞 安中フィルムコミッションについて
松井田南 儘田　康平 安中市のバスについて
第 二 齋藤　伶太 若者の安中市への定着の方策について
松井田北 天田　ナラ 若い人が住みやすい町づくりについて
新 島 浅岡　美穂 公共施設でのマナーについて
第 二 杉原　　叶 市内の街灯と現状の設置について
第 二 中島　萌花◯ 安中市の行事や観光の振興について
松井田東 小日向秀文 街灯の設置について
新 島 宮下　桃菜 中高生のSNS利用について
松井田北 石井　晴大 町の商店、コンビニなどの活性化について
松井田南 飯野　花楓 野生動物について

中学校名 氏名 質問内容
第 一 細川咲希子 地球温暖化
新 島 箕浦　紗月 プログラミング教育の必修化について
第 一 柴山　　彩 入試問題で記述の問題が増えたことについて
第 一 長田　岳杜◯ 安政遠足侍マラソン大会について
松井田南 寺嶋　咲季 ゴミの分別回収について
第 一 磯貝　咲采 カラスがゴミをあさることへの対策について
新 島 樺嶋　耽駈 ごみ問題
松井田東 佐藤　恵星 部活動の合併について
第 一 渡邉　雄宇 秋間地区にコンビニエンスストアがないことについて
第 二 牧　　弘香 スクールバスの部活動での利用について
第 二 青木　リコ◯ 給付制の奨学金の新設について

①子ども議会に参加した子ども議員と市長・副市長・教育長・議長・副議長　②質問するため挙手をする子ども議員　
③市に対して質問する子ども議員　④子ども議長として議事を進める子ども議員　⑤真剣な表情で質問を見守る子ども議員

❺

❸ ❹

❶

❷

子ども議会が
開催されました

　問合せ▶本行政課行政係（☎内線1041）
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国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
証
を
更
新
し
ま
す

◦
世
帯
員
全
員
分
を
同
封
し
て
お
送
り
し

ま
す
。

◦
保
険
証
が
届
い
た
ら
す
ぐ
に
内
容
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
る
場
合
は
、
本

国
保
年
金
課
国
保
係
ま
た
は
松
住
民
福

祉
課
税
務
保
険
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◦
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
生
年
月
日
や

保
険
証
の
種
類
に
よ
っ
て
下
表
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。（
国
民
健
康
保
険
税

に
滞
納
が
あ
る
世
帯
を
除
く
）

受
付
期
間
▼

9
月
4
日（
月
）～
9
月
8
日（
金
）

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

受
付
場
所
▼
本
国
保
年
金
課
国
保
係

　
　
　
　
　

松
住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

持
参
す
る
も
の
▼
保
険
証
・
は
ん
こ

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
証
は
9

月
30
日
で
有
効
期
限
切
れ
に
な
り
、
使
う

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
期
限
切
れ

の
保
険
証
は
、
本
国
保
年
金
課
ま
た
は
松

住
民
福
祉
課
へ
返
却
す
る
か
、
返
却
で
き

な
い
場
合
に
は
各
自
で
責
任
を
持
っ
て
破

棄
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
国
民
健
康
保
険
税
は
、
加
入
者
の
皆
さ

ん
の
医
療
費
を
ま
か
な
う
た
め
の
大
切

な
財
源
で
す
。

◦
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
す
る
と
、
有

効
期
限
の
短
い
「
短
期
被
保
険
者
証
」

が
交
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
な
い
の
に

国
民
健
康
保
険
税
を
１
年
以
上
滞
納
し

て
い
る
人
に
は
、
保
険
証
の
代
わ
り
に

「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
資
格
証
明

書
」
を
交
付
し
ま
す
。「
資
格
証
明
書
」

を
交
付
さ
れ
た
人
が
診
療
を
受
け
る
場

合
は
、
医
療
機
関
に
医
療
費
の
全
額
を

支
払
い
、
あ
と
で
申
請
に
よ
り
保
険
給

付
（
７
割
か
ら
９
割
）
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

◦
国
民
健
康
保
険
税
は
納
期
ま
で
に
納
め

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
を
９
月
下
旬
に
、

世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す

現
在
お
持
ち
の

国
民
健
康
保
険
証
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
は

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

簡
易
書
留
郵
便
で
の
送
付
を
希
望

す
る
人
は
次
の
期
間
中
に
届
出
を

お
願
い
し
ま
す

　

問
合
せ
▼
本
国
保
年
金
課
国
保
係

　
　
　
　
　
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

　
　
　
　
　

松
住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

　
　
　
　
　
（
☎
内
線
２
１
６
０
）

保険証の種類 生年月日 有効期限

一 般 医 療 保 険 証

昭和17年10月２日〜
昭和18年９月30日生まれの人

75歳の誕生日の前日
※誕生日から後期高齢者医療制度

昭和18年10月1日以降生まれの人 平成30年９月30日

退職者医療保険証

昭和27年10月２日〜
昭和28年９月１日生まれの人

65歳の誕生月の末日
※有効期限の翌日から一般医療保
　険証

昭和28年９月２日以降生まれの人 平成30年９月30日

※退職者医療の被扶養者の人は、退職本人の有効期限に連動して
　有効期限が変わる場合があります。

国民健康保険

被 保 険 者 証

◯◯  ◯◯



7 安中市役所　☎382-1111

　

個
別
健
診
を
6
月
1
日
～
11
月
30
日
ま

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
医
療
機
関
で
受
け
る
「
個
別
健

診
」
と
、
決
め
ら
れ
た
日
時
に
各
保
健
セ

ン
タ
ー
や
公
民
館
な
ど
で
受
診
す
る
「
集

団
健
診
」
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
か
一
方

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

結
果
通
知
に
つ
い
て
は
、
個
別
健
診
は

医
療
機
関
か
ら
、
集
団
健
診
は
市
か
ら
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

①
ご
自
身
の
保
険
証

②
特
定
健
康
診
査
（
ま
た
は
後
期
高
齢
者

健
康
診
査
）
受
診
票
・
受
診
券

③
採
尿
し
た
尿
容
器
（
集
団
健
診
の
み
）

①
朝
食
は
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。（
食
後
に
受
診
す
る
と
血
糖
値
が

上
が
る
な
ど
正
確
な
メ
タ
ボ
判
定
が
で

き
ま
せ
ん
）

②
受
診
票
・
受
診
券
裏
面
の
「
質
問
票
」

は
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。（
血
圧
・

血
糖
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
薬

を
服
用
し
て
い
る
人
は
、必
ず
「
は
い
」

と
回
答
し
て
く
だ
さ
い
）

　

特
定
健
康
診
査
結
果
や
質
問
票
か
ら
、

生
活
習
慣
病
発
症
の
可
能
性
が
高
い
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
人
に
、
随
時
「
特
定
保
健

指
導
利
用
券
」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
利
用
券
が
ご
自
宅
に
届

い
た
人
は
、
必
ず
特
定
保
健
指
導
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　

特
定
健
康
診
査
の
結
果
か
ら
、
生
活
習

慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
い
人
に
対
し

て
、
医
師
・
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
な
ど

が
、
対
象
者
お
一
人
お
一
人
の
状
態
に

あ
っ
た
生
活
習
慣
の
改
善
に
向
け
た
支
援

を
実
施
す
る
こ
と
で
す
。

　
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と

は
、
内
臓
脂
肪
の
過
剰
な
蓄
積
に
加
え
、

高
血
圧
・
脂
質
異
常
症
・
高
血
糖
を
併
せ

持
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
で
、
ほ
と
ん
ど

自
覚
症
状
が
な
い
た
め
知
ら
な
い
う
ち
に

動
脈
硬
化
が
進
み
、
重
症
化
す
る
と
脳
梗

塞
・
心
筋
梗
塞
な
ど
を
起
こ
し
て
し
ま
う

怖
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
に
生
活
習
慣
を
改

善
す
れ
ば
、
重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
実
施
中

☆
健
診
時
に
持
参
す
る
も
の

☆
特
定
保
健
指
導
と
は　
　

☆
注
意
事
項　
　
　
　
　
　

利
用
券
が
届
い
た
ら

必
ず
特
定
保
健
指
導
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

特
定
健
診
は
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）」
に
着
目
し
た
健
診
で
す

　放っておくと……

メタボリックシンドローム予防のための食事改善のコツ！

※特定保健指導の実施方法は医療保険者によって異なります。詳細はご加入の医療保険者にお問い合わせください。

糖尿病悪化

↓

壊
え

　疽
そ

 → 切断

網膜症 → 失明

腎臓病 → 透析

◦朝食を抜かないで必ず食べる

◦野菜のおかず（副菜）を先に
たっぷり食べる

◦みそ汁を野菜の具たくさんにする

◦きのこ、海藻類のおかずを増やす

◦一口食べたら２０回以上噛む

◦間食の回数を減らす

◦揚げ物の回数を減らす

◦食事の全体量を減らす

◦昼食より夕食を少なくする

◦休肝日を設ける

◦夕食の主菜は１品にし、あとは
副菜にする

◦揚げ物より焼き物、煮物を選ぶ

◦デザートをお菓子から果物にす
る

◦缶コーヒー（加糖）を無糖または
お茶飲料にする

増 や す 減 ら す 変 え る

高血圧、糖尿病、
脂質異常症の悪化

↓

動脈硬化

↓

脳梗塞・心筋梗塞

　問合せ▶本健康づくり課予防係（☎内線1172）
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こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
合
せ
▼

　

高
崎
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　
（
☎
３
２
２
―
４
２
９
９
）

　

国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
く
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、

一
定
の
基
準
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
を
受
け
た
期
間
や
、
納
付
猶
予
を

受
け
た
期
間
中
に
万
が
一
の
事
故
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
や
、
一
家
の
支
え
手
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
（
一
部

免
除
の
場
合
に
は
、
残
り
の
保
険
料
を
納

め
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

 

●
申
請
免
除
制
度

　

本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
前
年

の
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
申

請
し
て
承
認
を
受
け
る
と
保
険
料
の
全
額
、

４
分
の
３
、
半
額
ま
た
は
４
分
の
１
が
免

除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
４
分
の
３
、
半

額
ま
た
は
４
分
の
１
の
免
除
が
承
認
さ
れ

た
場
合
に
は
、
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な

い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　

29
年
度
分
の
承
認
期
間
は
、
平
成
29
年

７
月
か
ら
平
成
30
年
６
月
ま
で
で
す
。

 

●
納
付
猶
予
制
度

　

50
歳
未
満
（
平
成
28
年
６
月
以
前
分
の

申
請
は
30
歳
未
満
）
で
、
世
帯
主
の
所
得

に
関
係
な
く
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所

得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
し

承
認
を
受
け
る
と
、
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
（
平
成
28
年
７
月
か
ら
、
30

歳
未
満
か
ら
50
歳
未
満
へ
拡
大
さ
れ
ま
し

た
）。

　

29
年
度
分
の
承
認
期
間
は
、
平
成
29
年

７
月
か
ら
平
成
30
年
６
月
ま
で
で
す
。

 

●
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
本
人
の
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下

の
場
合
、
申
請
し
承
認
を
受
け
る
と
、
学
生

期
間
中
の
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

29
年
度
分
の
承
認
期
間
は
、
平
成
29
年

４
月
か
ら
平
成
30
年
３
月
ま
で
で
す
。

※
申
請
免
除
、
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特

例
の
各
制
度
は
と
も
に
、
原
則
と
し
て

毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

※
全
額
免
除
お
よ
び
納
付
猶
予
に
つ
い
て

は
、
翌
年
度
以
降
分
も
あ
ら
か
じ
め
申

請
（
継
続
申
請
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
失
業
な
ど
に
よ
る
理
由
を
除
く
）。

　

国
民
年
金
の
「
第
３
号
被
保
険
者
」（
厚

生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る

配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
人
）
は
、
本
人
が
就
職
し

た
と
き
だ
け
で
な
く
配
偶
者
が
転
職
・

退
職
し
た
と
き
な
ど
に
も
届
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

○
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

　
（
３
号
か
ら
１
号
へ
…
本
人
が
市
役
所

へ
届
出
）

○
配
偶
者
が
転
職
し
た
と
き
（
退
職
し

た
翌
日
に
再
就
職
し
た
と
き
）

　
（
３
号
の
種
別
確
認
…
転
職
後
の
勤
務

先
事
業
所
か
ら
年
金
事
務
所
へ
届
出
）

○
配
偶
者
が
死
亡
し
た
と
き

　
（
３
号
か
ら
１
号
へ
…
本
人
が
市
役
所

へ
届
出
）

○
本
人
の
収
入
増
、
離
婚
な
ど
に
よ
り
、

配
偶
者
の
扶
養
で
な
く
な
っ
た
と
き

　
（
３
号
か
ら
１
号
へ
…
本
人
が
市
役
所

へ
届
出
）

○
配
偶
者
が
65
歳
に
な
っ
た
と
き

　
（
３
号
か
ら
１
号
へ
…
本
人
が
市
役
所

へ
届
出
）

※
詳
し
く
は
高
崎
年
金
事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

過
去
５
年
以
内
に
国
民
年
金
保
険
料

の
納
め
忘
れ
の
期
間
が
あ
る
人
は
、
お

申
し
込
み
に
よ
り
、
平
成
27
年
10
月
か

ら
平
成
30
年
９
月
ま
で
の
３
年
間
に
限

り
、
過
去
5
年
分
ま
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
後
納
制
度
）。

※
後
納
す
る
保
険
料
額
は
政
令
で
定
め

る
額
を
加
算
し
た
額
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の
免
除
制
度
や

納
付
猶
予
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す

第
３
号
被
保
険
者
は
配
偶
者
の
転
職
や

退
職
な
ど
に
よ
っ
て
も
届
出
が
必
要
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
皆
さ
ん
へ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ
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国
で
は
、
毎
年
９
月
９
日
を
「
救
急
の

日
」
と
し
、こ
の
日
を
含
む
一
週
間
を
「
救

急
医
療
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

安
中
市
医
師
会
、
高
崎
市
等
広
域
消
防

局
お
よ
び
市
で
は
、「
救
急
の
日
」
に
ち

な
ん
だ
講
演
会
と
心
肺
蘇
生
法
の
実
技
講

習
会
を
、
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
万
が

一
の
事
態
に
備
え
て
、
救
急
医
療
・
救
急

業
務
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深

め
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
の
「
釜
石
の

奇
跡
」
で
注
目
を
あ
び
た
片
田
敏
孝
先
生

を
講
師
に
お
招
き
し
ま
し
た
。
実
技
演
習

で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
な
ど
を
学
ん
で
い

た
だ
き
ま
す
。
多
く
の
人
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時
▼
９
月
22
日（
金
）午後

２
時
～
４
時

場　

所
▼
松
井
田
文
化
会
館　

講
演
会
▼

演
題　
『
近
年
の
大
規
模
災
害
に
学
ぶ

　
　
　

防
災
の
あ
り
方　

～
安
中
市
で

求
め
ら
れ
る
防
災
へ
の
姿
勢
～
』

講
師　

東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環

　
　
　

特
任
教
授　

片
田　

敏
孝　

先
生

実
技
講
習
▼

心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い

指
導　

安
中
消
防
署
郷
原
分
署
救
急
隊
員

定　

員
▼
２
５
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
無
料

申
込
期
間
▼

８
月
21
日（
月
）～
９
月
15
日（
金
）

申
込
み
▼
本
健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
内
線
１
１
７
２
）

※
窓
口
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

「
救
急
の
日
」
記
念
講
演
会

心
肺
蘇
生
法
講
習
会
参
加
者
募
集

熱中症を予防しましょう ～残暑にも要注意～
　熱中症は、７．８月にピークを迎え次第に減少しますが、９月は残暑が厳しい日も少なくありません。気温
が高い日だけでなく、湿度が高い、風が弱い、日差しが強いなどの環境でも起こりやすくなります。涼しくなっ
ても油断せず注意していきましょう。

◇熱中症予防のポイント
○暑い場所を避ける
○エアコンや扇風機を上手に使う
○のどが渇かなくてもこまめに水分補給する
○外出の際は体をしめつけない涼しい服装で、日よけ対策をする
○無理をせず適度に休憩をとる
○日頃から栄養バランスの良い食事と体力づくりをする
屋外だけでなく室内で何もしていないときでも発症します。
特に高齢者や子ども、障害者･児は、特に注意が必要です。

◇熱中症になったときの処置
１．涼しい場所へ避難させる
２．衣服を緩め、からだを冷やす（特に首の周り、脇の下、太ももの付け根などを冷やす）
３．水分・塩分を補給する
※自力で水が飲めない、意識がない場合は、すぐに救急車を呼びましょう。

９月１日～９月30日は「健康増進普及月間」および「食生活改善普及運動」です。
～ １に運動　２に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ ～
一人ひとりが生活習慣を見直し、「健康寿命」の延伸を図りましょう。

　問合せ▶本健康づくり課予防係（☎内線1172）
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　問合せ▶本健康づくり課保健指導係（☎内線1174）　次回は10月1日号に『糖尿病』の掲載を予定しています。

『　　　　　　安中健康21』
からのお知らせ

GOOD  FOR  THE  HEALTH・
G

O
O

D  FOR  THE  HEALTH・GOOD  FOR  T
HE  

HE
AL

TH
・

G
O

O
D 

 FO
R  T

HE  HEALTH・

健康にいいこと健康にいいこと

らか で
れ き

こ る
安中市健康増進計画

い き い き

～ すいみんは 心と体の エネルギー ～
１．良い睡眠で、からだもこころも健康に。
睡眠時間が減り、睡眠の質が悪くなると、健康や生活への支障が生じます。うつ病のような、こころの病につな
がり、睡眠不足や睡眠障害による昼間の眠気が、交通事故や仕事でのうっかりミスに繋がります。睡眠の量の確
保と、質の改善で、心と体の健康づくりを目指しましょう。
２．適度な運動、しっかり朝食、ねむりとめざめのメリハリを。
適度な運動は入眠を促し、朝食は朝の目覚めを促します。就寝前3〜4時間以内の
カフェイン摂取は、睡眠を浅くし、利尿作用で目が覚める原因になるので控えましょう。
３．良い睡眠は、生活習慣病予防につながります。　
睡眠不足や不眠を解決することで、生活習慣病を予防できます。
４．睡眠による休養感は、こころの健康に重要です。
眠れないなど、眠っても疲れが取れないときは、こころのSOSの場合もあります。
５．年齢や季節に応じて、ひるまの眠気で困らない程度の睡眠を。
必要な睡眠時間は人それぞれ異なります。昼間の眠気で困らない程度の睡眠が良いでしょう。
６．良い睡眠のためには、環境づくりも重要です。
寝室の温度、湿度、照明など、自分が心地よく休める環境の工夫をしましょう。
７．若年世代は夜更かしを避けて、体内時計のリズムを保つ。
朝目が覚めたら、日光を取り入れることで、体内時計をリセットしています。光による朝のリセットが遅れると、
寝つく時刻が少しずつ遅れ、体内時計のリズムが乱れ、朝寝坊に繋がることもあります。
８．勤労世代の疲労回復・能率アップに、毎日十分な睡眠を。
昼間の眠気が睡眠不足のサイン。午後の短い昼寝で眠気をやり過ごし、能率を改善しましょう。
９．熟年世代は朝晩メリハリ、ひるまに適度な運動で良い睡眠。
高齢になると必要な睡眠時間が短くなり、20歳代に比べ、65歳では睡眠時間が約１時間少なくなります。長い時
間眠ろうと、寝床で過ごす時間が必要以上に長くなると、眠りが浅く、熟睡感が得られなくなることがあります。
10．眠くなってから寝床に入り、起きる時刻は遅らせない。

「眠くなったら寝床に入る」が、スムーズな睡眠への近道です。眠りが浅いときは、むしろ積極的に遅寝・早起
きをしましょう。
11．いつもと違う睡眠には、要注意。
睡眠中の激しいいびきや呼吸停止は要注意。昼間の眠気や居眠りで困っている場合は、専門家に相談しましょう。
12．眠れない、その苦しみをかかえずに、専門家に相談を。
昼間の生活に影響があり、自らの工夫だけでは改善しないと感じたときは、早めに専門家に相談をしましょう。

（厚生労働省　健康づくりのための睡眠指針2014 〜睡眠12箇条〜　参考資料として引用）

～ こころの健康 ～
頑張っているときほど、ストレスに気づきにくいものです。ストレス状態に気づかない
で、頑張り続けていませんか？自分のストレスに気づけるようになると、適切に休める
ようになります。早めに気づいて休むことが、心と体の健康には大切です。

こころのサイン
□不安や緊張が高まって、イライラ怒りっぽい
□ちょっとしたことで驚いたり、急に泣き出したりする
□気分が落ち込んで、やる気がなくなる
□人付き合いが面倒になって、避けるようになる

体のサイン
□食欲低下、過食　　
□下痢、便秘　　□めまい、耳鳴り
□肩こり、頭痛、腹痛、腰痛などの痛み
□寝付きが悪い、夜中や朝方に目が覚める
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平成29年　秋の全国交通安全運動
運動期間　９月21日（木）～９月30日（土）

年間スローガン よくみよう 車のあとに またくるま
運動の目的
　市民一人ひとりに交通安全思想の普及・浸透を図り、
交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけ、
相手の立場に立った「優しさ」と「思いやり」のある
運転や行動を促進し、交通事故防止の徹底を図る。

運動の重点
○子供と高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止
○夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
○飲酒運転の根絶

群
馬
県

総
合
表
彰

褒
　
　
章

春
の
叙
勲

教育功労
信澤 良和さん
（松井田二軒在家）

藍綬褒章（統計調査功績）
島田 洋子さん

（岩井）

瑞宝単光章（防衛功労）
矢嶋 久司さん

（安中）

福祉功労
小林　進さん
（松井田横川）

黄綬褒章（業務精励・林業）
小板槗 一正さん

（簗瀬）

瑞宝単光章（消防功労）
井上　豊さん
（大谷）

統計功労
萩原 敬子さん

（原市）

藍綬褒章（調停委員功績）
儘田 昌吾さん
（松井田土塩）

瑞宝双光章（教育功労）
中澤 四郎さん
（松井田下増田）

警察功労
中嶋 瑞城さん
（松井田土塩）

おめでとうございます

 

  

明るく目立つ色の服や

反射材を着用しましょう！

反射材で

わかりやすい！！
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◎
滞
納
処
分
ま
で
の
流
れ

○
納
税
通
知
書
発
送

　

固
定
資
産
税　
　
　
　

５
月

　

軽
自
動
車
税　
　
　
　

５
月

　

市
県
民
税　
　
　
　
　

６
月

　

国
民
健
康
保
険
税　
　

７
月

⬅

○
督
促
・
催
告

　

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
督
促
状
を
発

送
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
税
を
納
め
な
い

人
に
は
、
文
書
や
電
話
な
ど
で
納
税
の

催
告
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
延
滞
金
が

発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⬅

○
財
産
調
査

　

勤
務
先
、
金
融
機
関
、
生
命
保
険
会

社
、
官
公
庁
、
取
引
先
な
ど
へ
財
産
調

査
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
本
人
の
承
諾

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。⬅

○
滞
納
処
分
（
財
産
差
押
え
）

　

催
告
に
も
応
じ
ず
、
納
税
相
談
の
連

絡
が
な
い
場
合
は
、
財
産
の
差
押
え
を

執
行
し
ま
す
。

⬅

○
換
価
処
分

（
債
権
取
立
て
・
不
動
産
公
売
）

　

債
権
は
原
則
即
時
で
、
不
動
産
に
つ

い
て
は
公
売
（
売
却
）
に
よ
り
換
価
し
、

税
に
充
当
し
ま
す
。

　

税
は
私
た
ち
が
安
心
し
て
健
康
な
暮

ら
し
を
す
る
た
め
の
原
資
（
も
と
で
）

と
な
る
も
の
で
す
。
福
祉
や
医
療
、
教

育
、
ご
み
処
理
、
道
路
整
備
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
進
め
る
う
え
で
、
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
財
源
で
す
。

　

市
税
を
滞
納
す
る
こ
と
は
、
納
期
内

に
納
付
し
て
い
る
大
多
数
の
市
民
と
の

公
平
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
市
の
財
政
を
圧
迫
し
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
市
で
は
大
多
数

の
納
期
内
納
税
者
の
代
弁
者
と
し
て
、

「
滞
納
は
許
さ
な
い
」
を
合
言
葉
に
、

き
然
と
し
た
態
度
で
滞
納
処
分
（
財
産

差
押
え
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
優
先
者
に
対
し
て

は
、
不
動
産
を
差
し
押
さ
え
、
公
売
し

ま
す
。

○
給
与
所
得
者
に
対
し
て
は
、
勤
務
先
に

給
与
照
会
を
行
っ
た
う
え
で
、
給
与
を

差
し
押
さ
え
ま
す
。

○
法
人
お
よ
び
自
営
業
者
に
対
し
て
は
、

売
掛
金
な
ど
を
差
し
押
さ
え
ま
す
。

○
生
命
保
険
契
約
者
に
つ
い
て
は
、
納
税

の
担
保
と
し
て
契
約
に
基
づ
く
債
権
を

差
し
押
さ
え
ま
す
。

○
所
得
税
な
ど
の
国
税
還
付
金
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
差
し
押
さ
え
ま
す
。

○
預
貯
金
な
ど
の
差
し
押
さ
え
に
よ
り
、

市
税
に
充
当
し
ま
す
。

◎
「
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
（
車
輪
止
め
）」
を

導
入
し
て
自
動
車
な
ど
の
差
押
え
を
実

施
し
ま
す

　

差
し
押
さ
え
た
自
動
車
（
二
輪
車
含
）

を
運
行
・
使
用
さ
せ
な
い
た
め
の
措
置
と

し
て
、
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
部
分
に
装
着
し

て
運
行
不
能
状
態
に
し
、
レ
ッ
カ
ー
移
動

し
ま
す
。
そ
れ
で
も
納
税
い
た
だ
け
な
い

場
合
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
で

売
却
し
ま
す
。
な
お
、
自
動
車
差
押
え
に

要
し
た
経
費
に
つ
い
て
も
、
滞
納
者
本
人

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

◎
延
滞
金
に
つ
い
て

　

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
未
納
の
場
合
は
、延

滞
金
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
延

滞
金
は
、
税
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め

の
一
種
の
制
裁
金
と
言
え
る
も
の
で
、
延

滞
金
の
み
の
滞
納
で
あ
っ
て
も
滞
納
処
分

（
財
産
の
差
押
え
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

市
税
の
納
付
は
、
納
期
内
の
自
主
納
付

が
原
則
で
す
。
納
期
内
納
付
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

市
内
外
の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
も
納
付
書

を
使
っ
て
市
税
の
納
付
が
で
き
ま
す
。
時

間
や
曜
日
を
気
に
せ
ず
、
い
つ
で
も
納
付

で
き
、
大
変
便
利
で
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
領
収
書
は
納
付
し
た
こ
と
を
証

明
す
る
重
要
な
書
類
で
す
。
５
年
間
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

災
害
や
盗
難
、
本
人
や
家
族
の
病
気
、

事
業
の
休
廃
止
、
失
業
な
ど
の
や
む
を
得

な
い
事
情
や
、
多
重
債
務
な
ど
に
よ
り
市

税
の
納
期
ご
と
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
放
置
せ
ず
に
、
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

一
括
納
付
が
難
し
い
場
合
に
は
、
分
割

納
付
に
応
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
ず

は
、
納
付
で
き
な
い
理
由
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

●
夜
間
納
税
相
談
窓
口

　

市
役
所
開
庁
時
間
に
納
税
相
談
が
で
き

な
い
人
の
た
め
に
、
左
表
納
期
限
日
に
夜

間
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

開
設
日

10
月
2
日（
月
）

10
月
31
日（
火
）

11
月
30
日（
木
）

12
月
25
日（
月
）

時

間

午
後
8
時
ま
で

場

所

本
収
納
課

市
税
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
も
納
付
が
で
き
ま
す

納
税
が
困
難
な
人
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
放
置
せ
ず
、早
め
に
相
談
を

主

な

滞

納

処

分

（
財
産
差
押
え
）
の
取
り
組
み

もしあなたが市税を滞納してしまうと
～ 納 税 は 国 民 の 義 務 で す ～

　問合せ▶本収納課収納整理係（☎内線1082）
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市
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た
不

動
産
（
土
地
・
建
物
）
を
公
売
し
、
入
札
に

よ
っ
て
売
却
し
ま
す
。
今
回
は
、
土
地
付
建
物

2
件
、
建
物
1
件
、
土
地
6
件
の
計
9
件
の
不

動
産
が
公
売
対
象
で
、
売
却
代
金
は
市
税
に
充

て
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
公
売
は
本
市
と
高
崎
市
、
藤
岡
市
、

富
岡
市
、
高
崎
行
政
県
税
事
務
所
と
の
合
同
で

行
い
ま
す
。

　

多
く
の
機
関
で
公
売
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
入
札
・
売
却
と
税
収
確
保
を
目
指

し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
が
で
き
ま
す
の
で
、
関
心

の
あ
る
人
は
、
是
非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
詳
細

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
公
売
広
報
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　問合せ▶本収納課収納整理係（☎内線1082）

売却区分番号 所在地
内容

最低入札価額 公売保証金
土地 土地面積

（㎡） 建物 建物面積
（㎡）

安中市－1 松井田町八城字別所 畑１筆 300 ― ― 750,000円 80,000円

安中市－2 松井田町八城字別所 畑１筆 536 ― ― 1,350,000円 140,000円

安中市－3 松井田町八城字渡戸 宅地2筆 計326.99 ― ― 2,700,000円 270,000円

安中市－4 松井田町人見字新田 宅地2筆
畑2筆 計472.45 ― ― 2,770,000円 280,000円

安中市－5 松井田町二軒在家字中島 宅地2筆 計391.85 建物1棟 42.49 1,580,000円 160,000円

安中市－6 板鼻字本町 宅地1筆
山林2筆 計195.71 ― ― 670,000円 70,000円

安中市－7 磯部2丁目字西新井 宅地1筆 382 ― ― 2,780,000円 280,000円

安中市－8 安中字紅ケ谷戸 － ― 建物1棟 91.32 770,000円 80,000円

安中市－9 板鼻2丁目字仲町 宅地1筆 318.95 建物1棟 129.74 4,610,000円 470,000円

※直前に公売を中止する場合があります。事前に公売実施の有無を各機関に問合せてください。
※農地の場合、公売参加には農業委員会の発行する買受適格証明書が必要となります。
※公売は、現況有姿のまま売却します。入札の際は、不動産の状況確認や登記簿などの閲覧などにより、事前に検討したうえ

で入札してください。

入札期日 平成29年11月24日(金)　午後1時受付開始 場 所
高崎市役所本庁舎　17階
受付  172会議室　入札会場  171会議室

そ の 他
公売参加の手続きと本市の物件の詳細については、市のホームページ、または、本収納課・松住民福
祉課に用意した「公売広報」をご覧いただき確認してください。
本市以外の各機関の公売の内容については、各機関に直接お問い合わせください。

各機関の
連 絡 先

・高崎市（☎027-321-1225）　・藤岡市（☎0274-40-2831）　・富岡市（☎0274-62-1511）
・高崎行政県税事務所（☎027-322-6297）　

不 動 産 合 同 公 売 を 実 施しま す
～ ど な た で も 参 加 で き ま す ～
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今 年 は 同 日 開 催 ！

出張ジョブカフェ・マザーズセミナーｉｎ安中
「これから働きたい女性のためのキャリアプラン・マネープラン」
専門家を講師に迎え、税金・保険・年金など、働く前に知っておきたい知識について学びます。
賢い働き方を考えましょう！
★子供の教育資金はどれくらい必要？　★社会保険に入ると損得どっち？　
★扶養の範囲内の働き方って？　★年金ってこれからどうなるの？
参加者同士の、情報交換の場としても活用いただけます。
日　時▶10月5日（木）午前11時〜午後12時30分
場　所▶本第305会議室
講　師▶ファイナンシャル・プランナー　高橋　瑞枝　さん
対　象▶就職を希望する女性
　　　　（結婚・出産・子育てなどによる離職から再就職を希望する女性など）
定　員▶10人（先着順）　　託　児▶10人（先着順）　※事前予約が必要です。
参加料▶無料　　持参物▶筆記用具、電卓
申込期間▶9月11日（月）〜9月28日（木）まで
申込み・問合せ▶松地域創造課（☎内線2621）
　※電話または直接、住所、氏名、電話番号、託児希望の有無をお伝えください。
　※託児を希望する人は、お子さまのお名前、性別、年齢も必要です。

平成29年度 あんなか祭り
昨年度、盛大に開催されたあんなか祭りを、安中
市の代表とするお祭りにするべく、今年から毎年
開催させて頂きます！（公社）安中青年会議所が
主催となり、安中市商工会、安中市松井田商工会、

（一社）安中市観光機構を共催とし、各団体共同体
により、お祭りを盛り上げます。
日　時▶10月9日（月・祝）
　　　　午前10時〜午後8時
会　場▶安中市役所駐車場およびその周辺
内　容▶各地区のお囃子・お神輿の披露、子ども
神輿、ステージ出演、地産地消飲食ブース、ステー
ジ発表イベント、花火大会など

問合せ▶（公社）安中青年会議所（☎382-2824）
月、水、金曜日午前10時〜12時　午後1時〜3時

第5回 安中市産業祭 商工祭り
毎年11月23日に開催していた「安中市産業祭　
にぎわい朝市」は今年度より「安中市産業祭　商
工祭り」と名称を変え、「あんなか祭り」と同日
開催します！（※「農業まつり」は例年通り11
月23日に開催します。）
更なるにぎわいの創出と安中市民全体の交流、地
域の一体感を盛り上げ、安中市全体の一大イベン
トを目指しています。
日　時▶10月9日（月・祝）
　　　　午前10時〜午後4時
会　場▶安中市役所駐車場およびその周辺
内　容▶大抽選会、〔商工業者・地域団体・関係
市町・ＪＡ碓氷安中・各種ＰＲ・観光関連〕の出店

問合せ▶安中市商工会（☎382-2828）
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第78回

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

　

私
が
男
女
共
同
参
画
の

委
員
に
な
り
半
年
が
経
ち

ま
し
た
。
委
員
に
な
り
こ

の
活
動
に
参
加
す
る
ま
で

は
、
女
性
の
立
場
も
昔
に

比
べ
、
徐
々
に
社
会
で
認
め
ら
れ
て
き
て
い
る
よ
う

に
感
じ
て
お
り
ま
し
た
が
、「
そ
の
人
ら
し
く
伸
び

や
か
に
生
き
る
」
と
い
う
点
で
は
、実
際
に
は
各
々
、

活
躍
の
場
の
制
限
が
多
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま

す
。

　

私
は
農
家
の
家
庭
で
育
ち
、
両
親
は
共
に
家
業
に

勤
し
ん
で
お
り
ま
し
た
の
で
、
幼
い
頃
は
祖
母
に
育

て
ら
れ
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
い
つ

も
、
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、
皆
協
力
し
あ
い
な

が
ら
の
温
か
い
暮
ら
し
で
し
た
。

　

食
事
の
支
度
等
は
、
母
親
が
す
る
の
が
当
た
り
前

の
時
代
で
し
た
が
、
元
旦
の
日
の
食
事
の
支
度
を
父

が
し
て
く
れ
た
こ
と
を
、
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い

ま
す
。こ
の
こ
と
を
話
す
と
、「
地
域
性
？
」「
風
習
？
」

な
ど
と
驚
か
れ
ま
す
が
、
父
は
父
な
り
に
母
の
頑
張

る
姿
を
見
て
、
必
然
と
自
発
的
に
協
力
を
し
て
く
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
で
は
、
女
性
が
外
で
働
く
こ
と
が
根
付
き
、

家
庭
と
の
両
立
に
多
忙
を
極
め
、
配
偶
者
や
家
族
に

頼
り
た
く
て
も
頼
れ
な
い
、
と
い
う
現
状
も
多
々
あ

る
の
で
は
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

男
女
共
に
忙
し
く
な
る
と
、
つ
い
相
手
に
対
し
て

強
い
口
調
に
な
っ
て
し
ま
い
、
双
方
思
い
や
り
の
心

を
忘
れ
二
律
背
反
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

で
す
が
、そ
の
や
り
取
り
を
子
ど
も
た
ち
が
見
て
、

同
じ
よ
う
に
心
の
す
れ
違
い
を
覚
え
て
し
ま
っ
た

ら
、
そ
れ
は
と
て
も
悲
し
い
こ
と
で
す
よ
ね
。

　

私
た
ち
が
、
自
分
ら
し
く
、
伸
び
や
か
に
生
き
る

た
め
に
は
、
お
互
い
の
個
性
と
能
力
を
認
め
あ
い
、

責
任
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
と
も
に
歩
む
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

カ
ナ
ダ
の
医
療
機
関
、
イ
ー
ス
タ
ン
・
オ
ン
タ
リ

オ
・
リ
サ
ー
チ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
の
研
究
結

果
に
よ
る
と
、
10
週
間
に
わ
た
っ
て
週
２
回
の
運
動

を
続
け
た
人
は
、
社
会
性
、
知
能
、
各
項
目
に
関
す

る
自
己
評
価
が
上
が
り
、
自
尊
感
情
も
改
善
し
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

自
信
を
高
め
る
た
め
の
努
力
を
続
け
る
こ
と
は
、

精
神
的
な
強
さ
を
も
得
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　

性
別
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
行
動
や
生
き
方
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し
く
生
き

て
い
け
る
こ
と
を
、
次
の
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
繋

げ
て
い
く
こ
と
が
、
私
の
願
い
で
す
。

問
合
せ
▼

本
市
民
生
活
課
市
民
協
働
係
（
☎
内
線
１
１
３
９
）

通
信
販
売
…
… 

　
　
　

い
つ
の
間
に
か
定
期
購
入
に
な
っ
て
い
た

　

通
信
販
売
で
、
広
告
を
見
て
１
回
限
り
の
購
入
だ
と
思
っ
て

申
し
込
ん
で
も
、
定
期
的
に
商
品
を
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

【
事
例
】

　

新
聞
広
告
を
見
て
健
康
食
品
を
電
話

で
注
文
し
た
。数
日
後
代
引
き
で
届
き
、

代
金
を
支
払
い
受
け
取
っ
た
。
１
カ
月

後
に
同
じ
商
品
が
届
い
た
が
、
請
求
書

も
な
か
っ
た
の
で
無
料
だ
と
思
い
、
飲

ん
で
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
１
カ
月
後
、

６
千
円
の
振
込
用
紙
と
と
も
に
ま
た
健

康
食
品
が
送
ら
れ
て
き
た
た
め
、
驚
い
て
業
者
に
連
絡
し
た
と
こ

ろ
「
期
日
ま
で
に
断
り
の
電
話
が
な
か
っ
た
の
で
、
定
期
購
入
に

な
っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
。
定
期
購
入
を
申
し
込
ん
だ
覚
え
は

な
い
。

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

★
通
信
販
売
を
利
用
す
る
際
は
、
商
品
の
特
徴
や
価
格
だ
け
で
な
く
、

購
入
や
返
品
の
条
件
、
送
ら
れ
て
き
た
商
品
に
同
封
さ
れ
た
書
類

な
ど
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

★
ま
た
、
業
者
が
有
料
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
説
明
せ
ず
に
、

「
試
供
品
」「
お
試
し
」「
サ
ン
プ
ル
」
な
ど
と
言
う
こ
と
で
、
消

費
者
に
無
料
だ
と
思
い
込
ま
せ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

無
料
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
ま
ず
は
相
談
し
ま
し
ょ
う
】

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
た
ら
、

早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

問
合
せ
▼
安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
８
２
―
２
２
２
８
）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

一
回
購
入
し
た

　
　だ
け
な
の
に…定期コース

請求書

そ
の
人
ら
し
く
伸
び
や
か
に
生
き
る

　
　
　
　

安
中
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員

櫻
井　

美
由
紀
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９
月
１
日
～
９
月
10
日
は
国
土
交
通
省
が
定
め
る

「
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
」
で
す
。
群
馬
県
で
は
、

そ
の
期
間
に
合
わ
せ
て
９
月
１
日
～
９
月
30
日
を
屋
外

広
告
物
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
と
し
て
、
違
反
簡
易

広
告
物
の
除
却
作
業
や
違
反
広
告
物
の
是
正
指
導
な

ど
、
屋
外
広
告
物
の
適
正
表
示
に
向
け
た
取
り
組
み
を

重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。

○
屋
外
広
告
物
に
は
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す

　

群
馬
県
は
屋
外
広
告
物
条
例
を
制
定
し
て
、
屋
外
広

告
物
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
ま
す
。
安
中
市
で

屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
た
め
に
は
、
群
馬
県
屋
外
広

告
物
条
例
に
従
っ
て
、
原
則
、
許
可
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
（
小
規
模
な
自
家
広
告
物
な
ど
、
一
部
の
場

合
を
除
く
）。
許
可
申
請
窓
口
は
、
左
記
問
い
合
わ
せ

先
と
な
り
ま
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
適
正
な
屋
外
広
告
物
の
設
置
を

し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
▼
安
中
土
木
事
務
所
施
設
管
理
係

　
（
☎
３
８
２
―
１
３
５
０
）

　

今
年
も
夢
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
走
る
、歩
く
、

電
動
車
椅
子
で
、
車
椅
子
の
手
こ
ぎ
、
足
こ
ぎ
で
、
自

分
の
持
て
る
技
と
力
で
み
ん
な
と
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ

て
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
仲
間
と
と
も
に
あ
る

自
分
を
見
出
し
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
じ
ゃ
な
い
と
確
信
が

も
て
る
で
し
ょ
う
。

　

障
が
い
の
な
い
人
も
あ
る
人
も
、
一
緒
に
夢
を
伝
え

よ
う
と
思
う
人
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　

時
▼
10
月
15
日（
日
）

受　

付
▼
午
前
８
時
か
ら
８
時
35
分

開
会
式
▼
午
前
９
時
か
ら

集
合
場
所
▼
松
北
側
駐
車
場

コ
ー
ス
▼
松
支
所
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
の
約
４
キ
ロ

定　

員
▼
３
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
１
，
０
０
０
円

申
込
方
法
▼
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
９
月
29
日（
金
）ま
で
に
窓
口
ま
た
は
郵
便
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼

　

夢
伝
大
会
事
務
局
（
松
住
民
福
祉
課
内
）

（
☎
内
線
２
１
５
５
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
３
９
３
―
１
０
９
３
）

※
申
込
用
紙
は
本
福
祉
課
、
松
住
民
福
祉
課
に
あ
り
ま

す
。

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
た
ち
の
年
に
一
度
の
お
祭
り
で
あ
る

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
グ
ラ
ン
プ
リ
」に
安
中
市
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
こ
う
め
ち
ゃ
ん
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て

お
り
ま
す
。
一
日
一
票
投
票
が
可
能
で
す
の
で
、
安
中

市
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
も
、
投
票
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投
票
終
了
日
▼
11
月
10
日（
金
）
午
後
６
時

　

投
票
に
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登

録
な
ど
が
必
要
で
す
。
投
票
・
詳
細

は
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」
か
ら

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
松
観
光
課
観
光
係

（
☎
内
線
２
６
２
３
、
２
６
２
４
）

屋
外
広
告
物
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
ま
す

第
25
回
ま
つ
い
だ
夢
伝
大
会

参
加
者
募
集

こ
う
め
ち
ゃ
ん
が

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®グ
ラ
ン
プ
リ
」
に

エ
ン
ト
リ
ー
し
て
お
り
ま
す
。



松井田文化会館 安中市文化センター催し物ガイド
今月のピックアップ 今月のピックアップ

17 安中市役所　☎382-1111

8月9日現在の情報です。
  詳細はお問い合わせください。

しげちゃん一座 絵本朗読＆ 
ライブショー
日時▶11月18日（土）　
開場 午後1時30分（予定） 
開演 午後2時（予定）
場所▶安中市松井田　
文化会館　大ホール
チケット▶全席指定：
前売券  大人2,000円  3歳以上高校生以下1,000円　
当日券  大人2,500円  3歳以上高校生以下1,500円
※9月16日（土）午前9時文化会館窓口にて販売開始。
※3歳未満無料。ただし、席を必要とする場合は有料。
※電話予約もできます。
問合せ▶安中市松井田文化会館（☎393-4400）

うすい街道寄席　 
三遊亭好楽・林家三平

「笑点」でお馴染みの人気落語家「三
遊亭好楽」さんと「林家三平」さん
が松井田文化会館にやってきます。
ますます話芸に磨きがかかる、二人
の落語を聴きにぜひ松井田文化会館
にお越しください。

日時▶9月17日（日）　
　　　開場 午後1時30分　開演 午後2時
場所▶安中市松井田文化会館　大ホール
チケット▶全席指定：
前売券 一般2,500円 当日券 一般3,000円
※松井田文化会館窓口で好評販売中。
※電話予約もできます。
※未就学児の入場はできません。

９月１日から10月15日までのスケジュール

大
ホ
ー
ル

ピアノ発表会
9月3日（日）　13:30〜16:00　入場:無料
問合せ:工藤音楽教室（☎393-4634）

親子ふれあいコンサート
9月9日（土）　10:30〜11:30　入場:無料
問合せ:まついだ保育園（☎393-3892）

GUNMA MUSIC EXCURSION
9月10日（日）　14:00〜
入場:全席自由:前売2,000円/当日2,500円
問合せ:gunma music excursion実行委員会代表 市川　

（☎080-5860-9873）　
市民フェスティバル

前期10月13日（金）〜15日（日）
後期10月20日（金）〜22日（日）
入場:無料　問合せ: 松生涯学習課（☎内線2244）

小
ホ
ー
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

写真展
9月15日（金）〜18日（月・祝）
9:00〜18:00（18日は17:00まで）　入場:無料
問合せ:城南工房 岡田（☎090-9678-6259）

第11回きり絵作品展
10月6日（金）〜8日（日）
9:00〜17:00（8日は16:00まで）　入場:無料
問合せ:松井田きり絵の会 大塚（☎0274-73-3641）

「AUN J クラシック・オーケストラ 
CONCERT 2017 in 安中」のチケット
を発売します
　安中市文化セン
タ ー で は、「AUN 
J （あうんじぇい）
クラシック・オーケ
ストラ CONCERT 
2017 in 安中」のチケットを発売します。

「音楽には、国境はないが、国籍はある」
　AUN J クラシック・オーケストラは、第一線で活躍
している邦楽家8人による、和太鼓・三味線・筝・尺八・
篠笛・鳴り物といった和楽器のみで構成されたユニッ
トです。伝統と革新を高いレベルで両立させた演奏を
国内のみならずASEAN各国やアメリカ、ヨーロッパ
など世界中で展開しており、日本文化の普遍性や多様
性を国境を越えて発信しています。
　普段、和楽器に親しみのある人も、そうでない人も、
この機会にぜひお越しください。
チケット▶全席指定：前売券 2,000円 当日券 2,500円
日　時▶12月24日（日）午後2時〜
　　　　（開場：午後1時30分）
会　場▶安中市文化センター　ホール
主　催▶安中市教育委員会
※9月23日（土）午前8時30分から文化センター窓口

にてチケット販売開始。
※電話受付は9月25日（月）午前9時からになります。
※チケット販売初日はお一人様4枚まで。（5枚以上お

買い求めの人は再度、列にお並びください）
※未就学児の入場はご遠慮ください。
問合せ▶文化センター ☎027-381-0586（内線3510）

９月１日から10月15日までのスケジュール
ホ
ー
ル

綾小路きみまろ笑撃ライブ2017
9月2日（土）　14:00開演
※チケットは完売いたしました
問合せ：文化センター（☎381-0586）

劇団ろしなんて　安中公演「BREATH(ブレス)」
9月9日（土）　18:00開演　
入場：前売券：1,000円　当日券：1,200円
問合せ：地域創造集団 楽舎（☎382-6150）

第10回地元演奏家シリーズ
「ヴァイオリンとピアノのアフタヌーンコンサート」

9月10日（日）14:00開演 16:30終演　入場：1,000円
問合せ：安中群響を応援する会 島崎（☎382-4969）

第22回 国際ジュニアオーケストラフェスティバル
10月8日（日）　開演：未定　入場：無料
問合せ：安中ジュニアオーケストラ 小島（☎090-5532-7457）

学
習
室
な
ど

市民パソコン教室
9月7、9、14、16、21、28日（木・土）
10月5、7、12、14日（木・土）
13:30〜15:30　入場：無料　会場：2階パソコン室

絵本読み聞かせ
9月16日（土）14:00〜15:00　図書館幼児コーナー
問合せ：安中市図書館（☎381-0529）

写真取り込み講座
9月23、24日（土・日） 9:00〜16:00　要申込
※9月4日（月）9:00より受付開始
問合せ：文化センター（☎381-0586）

問
合
せ

松井田文化会館　☎393－4400
午前８時30分〜午後５時15分の間
休館日はP22をご確認ください

問
合
せ

安中市文化センター　☎381－0586
午前８時30分〜午後５時15分の間
休館日はP22をご確認ください
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平
成
28
年
度
人
権
作
品
集「

お
も
い
や
り
」か
ら

普
通
と
は

安
中
市
立
第
一
中
学
校　

三
年　

多
胡　

里
緒
菜

（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

そ
し
て
「
普
通
」
と
い
う
言
葉
。
私
は
以
前
、
緊

張
し
て
い
た
時
、「
普
通
に
し
て
い
て
い
い
。」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
「
普
通
」
は
、「
い
つ
も

通
り
に
」
や
「
自
然
に
」
し
て
い
て
良
い
と
い
う
意

味
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
時
言
わ
れ
た
「
普
通
」
と
、

人
と
同
じ
行
動
を
し
ろ
と
い
う
意
味
を
も
つ
「
普

通
」。
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
あ
な

た
が
言
わ
れ
る
と
し
た
ら
、
ど
ち
ら
の
「
普
通
」
を

言
わ
れ
た
い
で
す
か
。
も
し
く
は
、ど
ち
ら
の「
普
通
」

を
伝
え
た
い
で
す
か
。
私
な
ら
、「
い
つ
も
通
り
」

の
意
味
を
持
つ
方
を
使
い
た
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
こ

ち
ら
の
方
が
、
優
し
く
、
温
か
い
印
象
を
受
け
る
か

ら
で
す
。
こ
う
し
て
考
え
て
み
る
と
、
も
う
片
方
の

「
普
通
」
に
は
、
ど
こ
か
と
げ
の
あ
る
印
象
が
あ
り

ま
す
。
ど
ち
ら
も
同
じ
言
葉
な
の
に
、
こ
れ
ほ
ど
受

け
る
印
象
が
違
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
も
う
、
使
う

人
次
第
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
考
え
て
も
、
私
の
中
で
核
心
を
つ
い
た

「
普
通
」
の
答
え
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
だ
け
は
わ
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。
確
か
に
、
最

低
限
の
こ
と
は
人
と
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

で
も
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
こ
の
言
葉
で
人
の
個
性
ま

で
押
し
殺
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
こ
れ
は
ど
の
言
葉
に
も
共
通
で
す
。
そ
の
た
め
同

じ
言
葉
を
使
う
な
ら
、
ど
こ
か
ト
ゲ
の
あ
る
言
葉
よ

り
も
優
し
く
温
か
い
言
葉
を
使
っ
た
方
が
良
い
と
思

い
ま
せ
ん
か
。（
お
わ
り
）

　問合せ▶松生涯学習課社会教育係（☎内線2242）　生涯学習係（☎内線2245）　

生涯学習イベントのご案内（予定）

10月からの生涯学習課関連の主なイベントは下表のとおりです。

区分 開催日 行事名 会場

市 民フェスティバ ル

10/14（土）
〜15（日） 碓氷のつどい　前期　（作品展など） 松井田文化会館

10/21（土）
〜22（日） 碓氷のつどい　後期　（作品展など） 松井田文化会館

10/22（日） 市民展　芸能協会発表 安中市文化センターホール

11/19（日）
〜23日（木・祝）

市民展　作品展示（安中地域小中学
校児童生徒作品展同時開催） 安中体育館

安 中 市 P T A 連 合 会 11/26（日） 安中市PTA連合会・家庭教育委員会
合同講演会　松居　和さん（音楽家） 安中小学校　体育館

童 謡フェスティバ ル 11/5（日） 第27回童謡フェスティバル 安中市文化センターホール

青 少 年 健 全 育 成 11/18（土） 青少年健全育成市民のつどい 安中市文化センターホール

人 権 教 育

10/25（水） 人権教育映画会
「彼らが本気で編むときは、」 松井田文化会館大ホール

12/1（金）
人権教育講演会演題「LGBTを理解する
〜同性婚・新しい家族のかたち〜」
東　小雪さん（元タカラジェンヌ）

安中市文化センターホール

スプリングフェスティバル

2/3（土）
〜4（日） 松井田会場（作品展・体験学習） 松井田文化会館

2/10（土） 安中会場　（作品展・体験学習）
記念講演　講師未定 安中市文化センター

安中市少年少女合唱団 3/24（土） 安中市少年少女合唱団
第23回定期演奏会

松井田文化会館
（チケット1人　200円）



習習
学学

のの

森森
りり
よよ
だだ

19 安中市役所　☎382-1111

№137

問合せ▶安中市学習の森　ふるさと学習館　
安中市上間仁田951　Tel. 027-382-7622  Fax. 027-382-7623　Mail：furusato@city.annaka.lg.jp

平成28年度
「文化財愛護ポスター」

優秀作品（敬称略）
本間 友基（新島学園中2年）

　

昭
和
35
年
、
安
中
市
西
横
野
地
区
の
人
見
で

耕
作
中
に
土
器
が
３
点
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
土
器
を
詳
し
く
調
べ
て
み
る
と
弥
生
時
代

の
初
期
に
み
ら
れ
る
「
再
葬
墓
」（
一
度
埋
葬

し
た
遺
骸
の
骨
を
土
器
な
ど
に
納
め
る
行
為
）

の
土
器
棺
に
使
用
し
た
弥
生
土
器
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
当
時
の
群
馬

県
立
博
物
館
と
東
京
大
学
に
よ
る
合
同
発
掘

調
査
が
昭
和
40
年
に
行
わ
れ
、
２
基
の
土
器
棺

墓
が
発
見
さ
れ
、「
上
人
見
遺
跡
」
と
し
て
知

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
遺
跡
は
、
大
規
模
土
地
改
良
事

業
に
伴
い
平
成
22
・
24
年
度
に
再
度
、
発
掘
調

査
が
安
中
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

前
に
発
見
さ
れ
た
２
基
の
土
器
棺
墓
を
中
心

と
し
て
多
数
の
土
坑
墓
群
が
環
状
（
直
径
45

ｍ
）
に
分
布
し
、
両
者
が
一
体
的
に
形
成
さ
れ

た
墓
群
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。
再
葬
の
前
段
階
と
考
え
ら
れ
る
土
坑
墓
群

は
、
各
集
団
の
共
同
墓
地
、
２
基
の
土
器
棺
墓

は
、
集
団
間
の
共
通
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
そ

れ
ぞ
れ
推
定
さ
れ
ま
す
。
本
遺
跡
の
墓
群
は
、

当
時
の
人
々
の
葬
送
観
に
も
と
づ
い
た
一
連
の

葬
送
行
為
の
遺
構
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
再
葬
墓

に
は
、
山
間
部
の
岩
陰
や
洞
窟
に
土
器
棺
を
安

置
す
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。
本
遺
跡
の
西
方
に

そ
び
え
る
妙
義
山
は
、
こ
の
土
地
に
埋
葬
さ
れ

た
人
々
に
と
っ
て
祖
霊
の
山
で
あ
り
、
最
終
的

に
は
こ
の
山
に
魂
を
戻
す
意
識
が
あ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
上
人
見
遺
跡
の
発
見
は
、
当
時

の
再
葬
墓
や
こ
の
地
域
に
お
け
る
人
々
の
葬
送

観
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
貴
重
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　「
発
掘
さ
れ
た
安
中
の
遺
跡 

２
０
１
７

　
　

弥
生
時
代
の
は
じ
ま
り
～
農
耕
開
始
期
の
ム
ラ
と
墓
～
」

　

上
人
見
遺
跡
や
中
野
谷
原
遺
跡
な
ど
の
市
内
で
発
見
さ
れ
た
遺
跡
、
遺
物

か
ら
弥
生
時
代
の
始
ま
る
頃
の
ム
ラ
や
墓
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

展
示
期
間
：
平
成
29
年
９
月
23
日（
土
）～
平
成
30
年
３
月
25
日（
日
）

　

展
示
場
所
：
安
中
市
学
習
の
森
ふ
る
さ
と
学
習
館

　

入
館
料
：
一
般
１
０
０
円\

団
体(

20
人
以
上
）
80
円

　
　
　
　
　

高
校
生
以
下
無
料

　

休
館
日
：
毎
週
火
曜
日\

祝
日
の
翌
日\

年
末
年
始

碓
氷
歴
史
考
古
学
講
座

　
「
歩
い
て
学
ぶ
安
中
の
地
質
」

　

昨
年
の
安
中
学
「
安
中
の
地
質
」
に
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
場
所
を
見
る
こ

と
で
、
安
中
の
歴
史
を
探
り
ま
す
。

　

講　

師
：
中
島
啓
治
氏
（
安
中
市
文
化
財
調
査
委
員
）

　

日　

時
：
10
月
22
日（
日
）
午
前
9
時
～
午
後
12
時

　

集
合
場
所
：
学
習
の
森
ふ
る
さ
と
学
習
館

　

定　

員
：
25
人
（
先
着
順
）

　

参
加
料
：
２
０
０
円
（
資
料
代
・
保
険
料
）

　

申
込
み
：
９
月
９
日（
土
）～
30
日（
土
）（
休
館
日
は
除
く
）

　
　

◎
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
ふ
る
さ
と
学
習
館
に
て
受
付
、
そ
の

際
参
加
料
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。電
話
で
の
受
付
は
致
し
ま
せ
ん
。

　
　

◎
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

            

　
　

   「
安
中
の
文
化
財
」

上う
わ
ひ
と
み

人
見
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た

弥
生
時
代
の
再さ

い
そ
う
ぼ

葬
墓

中期初頭の土器群（中野谷原遺跡）

上人見遺跡 全景 (右奥：妙義山）
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　６月25日（日）に、松井田文化会館にて、（公社）
安中青年会議所が主催となり、あんなか防災フェア
2017が開催されました。群馬県社会福祉協議会の
中越信一氏による基調講演のほか、関係機関による
体験ブースや車両展示、防災グッズがもらえるクイ
ズラリーなどが行われ、大勢の人が来場しました。

あんなか防災フェアが開催されました

　７月１日（土）、２日（日）に、碓氷峠の森公園で碓
氷峠ホタルの里祭りが開催されました。今年も大勢
の人が訪れ、出店を楽しんだり、ホタルの飛び交う
姿を鑑賞するなど訪れた家族や子どもたちでにぎわ
いました。

幻想的に飛び交うホタル

　６月18日（日）に、第12回安中市写真コンテストの表彰式
が行われ、応募作品577点の中から次の皆さんが表彰されま
した。（写真は表彰式に参加した推薦・特選受賞者の皆さん）
◎第１部　撮影会写真の部【推薦】
群馬県知事賞：土屋 洋平（前橋市）
安中市長賞：清水 敏雄（安中市）
◎第２部　観光写真の部【推薦】
安中市長賞：横尾 百合子（富岡市）

（一社）安中市観光機構理事長賞：石井 文江（安中市）
安中市議会議長賞：阿部 巖（伊勢崎市）

写真コンテスト入賞者が決定

　市と公益社団法人安中市シルバー人材センターが
相互に連携・協力し、良好な居住環境の保全および
安全で安心なまちづくりに取り組むことを目的とし
て、６月26日（月）に「空家等の適切な管理の推進
に関する協定」を締結しました。協定締結により、
シルバー人材センターは空き家管理についての業務
を行い、市はそれをＰＲすることで、空き家の所有
者などによる適切な管理の促進を図ります。

空き家管理の協定を締結

　黛幸恵さん（嶺　写真左）、
吉田すゑさん（松井田町上増田　
写真右）が、100歳の誕生日を
むかえられ、お祝い品が贈られ
ました。これからもお元気にお
過ごしください。

100歳おめでとう
ございます
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就業構造基本調査を実施します
　総務省統計局（群馬県・安中市）では、平成29年10月１日を基準日として、就業構造基本調査を実施します。
　この調査は、全国の市区町村でそれぞれ対象となった世帯に対して行われ、日本の就業・不就業の実態を明ら
かにすることを目的として、統計法に基づき実施する、国の重要な統計調査です。調査結果は雇用政策、経済政
策などに必要な基礎資料として活用されます。
　調査の実施にあたっては、８月下旬から10月上旬にかけて県知事から委嘱された調査員がお伺いしますので、
調査の趣旨をご理解いただき、ご回答をお願いいたします。
問合せ▶本企画課行革情報統計係（☎内線1023・1024）

「
碓
氷
峠
の
坂
本
の
馬
子
唄
」 

　

再
生
機
器
の
設
置
と 

　
　
　
　

Ｃ
Ｄ
の
無
料
配
布
に
つ
い
て

　
「
坂
本
の
馬
子
唄
」
は
坂
本
地
区
に
古
く
か
ら
伝
承

さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
半
世
紀
以
上
も
埋
も
れ
て
い

ま
し
た
が
、
合
併
十
周
年
を
節
目
に
、
こ
の
唄
を
皆
さ

ま
に
聞
い
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

民
謡
独
特
の
「
七
七
七
五
」
の
詩
形
の
中
に
、
碓
氷

峠
や
そ
の
周
辺
の
往
時
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

約
60
年
前
に
録
音
さ
れ
た
音
源
を
デ
ジ
タ
ル
音
源
に

リ
メ
イ
ク
し
た
再
生
機
器
を
峠
の
湯
、
め
が
ね
橋
駐
車

場
、
Ｊ
Ｒ
横
川
駅
前
ト
イ
レ
、
鉄
道
文
化
む
ら
ト
ロ
ッ

コ
列
車
内
の
４
カ
所
に
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
坂
本
の
馬
子
唄
」
Ｃ
Ｄ
を
左
記
の
と
お
り

配
布
い
た
し
ま
す
。

配
布
開
始
日
▼
９
月
４
日（
月
）
か
ら

配
布
Ｃ
Ｄ
枚
数
▼
１
３
０
枚（

先
着
順
、
お
一
人
様
一
枚
）

配
布
場
所
▼
松
観
光
課
（
松
井
田
庁
舎
１
階
）

問
合
せ
▼
松
観
光
課
施
設
管
理
係
（
内
線
２
６
２
６
）

お
母
さ
ん
幸
せ
で
す
か

〜
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

出
か
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
〜

第
39
回 「
全
国
親
の
会
」 

高
崎
大
会

　

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ー
ト
・
家
庭
内
暴
力
・

発
達
障
害
な
ど
子
ど
も
の
問
題
や
子
育
て
で
お
悩
み
の

人
、
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
ご
一
緒
し
ま
し
ょ
う
。

日　

時
▼
10
月
1
日（
日
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
4
時
15
分

場　

所
▼
高
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　

容
▼
第
一
部　

体
験
談
と
質
疑
応
答

　
　
　
　

第
二
部　

自
律
訓
練
法
と

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

講　

師
▼
金
盛
浦
子
氏（
東
京
心
理
教
育
研
究
所
所
長
）

定　

員
▼
３
０
０
人
（
申
込
制
）

参
加
費
▼
無
料

保　

育
▼
第
一
部
の
み　

要
申
込
み

申
込
方
法
▼
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

問
合
せ
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ｙ
倶
楽
部

　
　
　
　
（
☎
０
３
―
３
９
４
２
―
５
０
０
６
）

　
　
　
　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
５
９
４
０
―
４
０
３
０
）

フ
ラ
ダ
ン
ス
講
習
会

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
に
興
味
の
あ
る
人
、
初
め
て
の
人
で
も

大
丈
夫
！
一
緒
に
踊
り
ま
し
ょ
う
。
パ
ウ
ス
カ
ー
ト
の

ご
用
意
も
あ
り
ま
す
。
動
け
る
格
好（
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
）

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼
9
月
16
、
30
日（
土
）
午
後
2
時
～
4
時

場　

所
▼
磯
部
温
泉
会
館

参
加
料
▼
無
料

内　

容
▼
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
基
本
ス
テ
ッ
プ
と

　
　
　
　
「
ア
ロ
ハ
の
こ
こ
ろ
」
と
い
う
曲
の
振
付

問
合
せ
▼
石
田
（
☎
０
９
０
―
２
５
５
８
―
７
８
２
６
）

安中市図書館休館のお知らせ
　安中市図書館では、蔵書点検および整理のため、9月
4日（月）〜8日（金）まで休館とさせていただきます。ご
迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいた
します。 
　なお、休館中の返却につきましては、返却ポストを
ご利用ください。 
問合せ▶安中市図書館（☎381-0529）

▲坂本の馬子唄
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本＝本庁舎　松＝松井田庁舎　谷＝谷津庁舎　ク＝碓氷川クリーンセンター　ス＝スポーツセンター 222017年9月1日号

行事カレンダー ９月１日→10月15日

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１日は県民交通安全日です。

休館のご案内
恵みの湯 9/5・19　10/3

峠の湯 9/12・26　10/10

鉄道文化むら 9/5・12・19・26　10/3・10

文化センター（※は図書館のみ休館です）

9/4※・5・6※・7※・8※・12・19・26　10/3・10・11

文化会館 9/4・11・19・25・30   10/2・10

碓氷川熱帯植物園 9/5・12・19・26　10/3・10

スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）

9/4・11※・16・17・19・20・25　10/2・10

学習の森　9/5・12・19・20・26・27　10/3・10・11

いきいき長寿センター

9/4・11・18・19・25・26　10/2・9・10

日 曜日 行　　事　　名

 ９月

1 金

2 土

◦立川平林
　「悪質商法注意喚起落語」
　本305会議室　10：30〜
◦綾小路きみまろ
　笑撃ライブ2017
　文化センター　14：00〜

3 日

4 月 ◦第3回安中市議会定例会開会
　（予定）　9：00〜

5 火

6 水

◦人権と平和を考える講座（①/⑤）
　松　13：30〜
◦体育施設利用者調整会議
　（10月〜12月）
　旧安中市屋外施設　ス18：30〜
　旧松井田町屋内外施設松18：30〜
◦第3回安中市議会定例会決算審

査特別委員会（予定）　9：00〜

7 木

◦体育施設利用者調整会議
　（10月〜12月）
　旧安中市屋内施設　ス18：30〜
◦市民パソコン教室
　文化センター　13：30〜15：30
◦第3回安中市議会定例会決算審

査特別委員会（予定）　9：00〜

8 金 ◦第3回安中市議会定例会決算審
査特別委員会（予定）　9：00〜

9 土 ◦市民パソコン教室
　文化センター　13：30〜15：30

10 日

11 月 ◦第3回安中市議会定例会総務文
教常任委員会（予定）　9：00〜

12 火

◦市民献血本　
　10：00〜12：00、13：00〜15：30
◦第3回安中市議会定例会福祉民

生常任委員会（予定）　9：00〜

13 水 ◦第3回安中市議会定例会経済建
設常任委員会（予定）　9：00〜

日 曜日 行　　事　　名

14 木 ◦市民パソコン教室
　文化センター　13：30〜15：30

15 金 ◦第3回安中市議会定例会一般質
問（予定）　9：00〜

16 土

◦「しげちゃん一座 絵本朗読＆
　ライブショー」チケット販売日　

文化会館　9：00〜
◦手作り酵素作り くつろぎの郷

10：00〜　
◦草木染め くつろぎの郷 13：30〜　
◦市民パソコン教室
　文化センター　13：30〜15：30
◦絵本読み聞かせ
　安中市図書館　14：00〜15：00

17 日

◦安中市職員採用試験 本 9：00〜
◦うすい街道寄席　三遊亭好楽・

林家三平　文化会館　14：00〜
◦福祉ふれあいまつり2017
　ス　9：00〜15：00

18 月・祝

19 火 ◦第3回安中市議会定例会一般質
問（予定）　9：00〜

20 水 ◦人権と平和を考える講座（②/⑤）
　松　13：30〜

21 木

◦秋の全国交通安全運動
　（9/21〜9/30）
◦市民パソコン教室
　文化センター　13：30〜15：30
◦第3回安中市議会定例会閉会
　（予定）　9：00〜

22 金
◦「救急の日」講演会・
　心肺蘇生講習会
　松井田文化会館  14：00〜16：00

23 土・祝

◦写真取り込み講座
　文化センター　9：00〜16：00
◦展示会「発掘された安中の遺跡

2017　弥生時代のはじまり」
　学習の森　9：00〜17：00

24 日 ◦写真取り込み講座
　文化センター　9：00〜16：00

25 月 ◦第9回農業委員会総会
　11：00　201会議室

日 曜日 行　　事　　名

26 火

27 水

28 木 ◦市民パソコン教室
　文化センター　13：30〜15：30

29 金

30 土

 10月

1 日

2 月

3 火

4 水 ◦人権と平和を考える講座（③/⑤）
　松　13：30〜

5 木 ◦市民パソコン教室
　文化センター　13：30〜15：30

6 金

7 土 ◦市民パソコン教室
　文化センター　13：30〜15：30

8 日

9 月・祝

10 火

11 水 ◦人権と平和を考える講座（④/⑤）
　松　13：30〜

12 木 ◦市民パソコン教室
　文化センター　13：30〜15：30

13 金

14 土
◦草木染め くつろぎの郷 13：30〜　
◦市民パソコン教室
　文化センター　13：30〜15：30

15 日
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相 談 案 内  ９月１日→10月15日

給水管修理当番業者（9月1日〜10月15日）

本庁市民課 休日窓口開設日　９月は集団検診が、特定・後期高齢者健診と一緒
に実施されます。集団検診用の大腸がん検診容器は

本健康づくり課と松住民福祉課で配布しています。
　各種個別検診については、市内医療機関にて引き続き実施中です。
希望する検診について「検診のしおり」をご覧になり、集団検診また
は個別検診のどちらかを選んで受診してください。

【持ち物】◎「特定・後期高齢者健診」 → 受診票・受診券、保険証
　　　　 ◎「大腸がん検診容器配布・各種がん検診」 
　　　　　　→オレンジ色の封筒で送付された受診シール
詳細は、本健康づくり課（☎内線1172）までお問い合わせください。

９月3日・17日　10月1日・15日
午前８時30分〜正午
業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の発行

上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。 【安中市管工事協同組合 ☎３８５－４４０１】

業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ
Ａ 今川設備 382-9433 Ｎ ㈲武美工業 382-5061
Ｂ ㈲入沢電気商会 382-1609 Ｏ ㈲田中工作所 385-4126
Ｃ 碓氷設備 381-2730 Ｐ ㈱半田組 385-8374
Ｄ ㈲内堀設備工事 393-0157 Ｑ ㈲福美商事 381-0293
Ｅ ㈲金子屋商店 393-0332 Ｒ ㈲松本住設 385-6278
Ｆ ㈲黒須設備工業 381-1148 Ｓ ㈱茂木設備 381-6616
Ｇ 群栄工業㈱ 393-1012 Ｔ ㈲山田タイル工業 381-0075
Ｈ 児玉工業㈲ 393-3118 Ｕ ㈱ヤマハチ・クボニワ 381-0435
Ｉ ㈲佐藤商店 395-2323 Ｖ ㈱ユタカ 385-7647
Ｊ 佐藤燃料㈱ 381-1111 Ｗ オオカワラ住器 382-1987
Ｋ ㈲渋谷設備 381-1262 Ｘ 反町備工 384-2058
Ｌ ㈲ジーワイ燃設 382-2891 Ｙ 第一設備工業㈲ 385-8769
Ｍ ㈲須藤工業 388-1178 Ｚ ㈱フェニックス 382-5262

健康通信

行政相談
　本　9/7・21　10/5　9時〜11時30分
　松　9/4　10/2　13時30分〜16時
無料法律相談
　本　9/1・15　10/6　13時〜16時
　※要電話予約　本市民生活課（☎内線1207）
人権相談
　本　9/21　13時30分〜15時30分
　松　9/15　13時30分〜15時30分
家庭児童相談
　電話相談・面接相談（本子ども課）
　月〜金曜日（祝日を除く）　9時〜16時
　※要電話予約　本子ども課（☎382-8005）
健康相談（生活習慣病・育児・栄養相談など）
　本　月〜金曜日（祝日を除く）　8時30分〜17時15分
　※要電話予約　本健康づくり課（☎内線1174）
妊婦健康相談（母子手帳交付）
　本　月〜金曜日（祝日を除く）8時30分〜17時15分
　※要電話予約　本健康づくり課（☎内線1174）
消費生活相談
　消費生活センター（本敷地内）
　月〜金曜日（祝日を除く）9時〜16時（☎382-2228）
労働相談
　本　第１・３火曜日　13時30分〜16時
　※要電話予約　本市民生活課（☎内線1207）
無料税務相談
　本　9/7　10/4　13時〜16時
　松　9/26　13時〜16時
　※要電話予約　本税務課（☎内線1061）
　　　　　　　　松住民福祉課（☎内線2161）
障害者相談
　知的・身体障害者相談（本・松）
　月〜金曜日（祝日を除く）8時30分〜17時15分
　精神障害者相談（ヌアリーベ　☎380-5385）
　月〜土曜日（祝日を除く）10時〜18時

青少年相談
　電話相談・面接相談（松青少年センター）
　メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）
　月・火・水・金曜日（祝日を除く）　9時〜14時
　※要電話予約（☎393-4777）
介護相談・認知症相談
　電話相談・面接相談（本・松）
　月〜金曜日（祝日を除く）　8時30分〜16時
　※要電話予約　本介護高齢課（☎内線1189）
　　　　　　　　松住民福祉課（☎内線2151）
DV電話相談
　月・火・木・金曜日（祝日を除く）　9時〜16時
　（☎329-6646）
生活困窮に関する相談（生活支援相談窓口）
　電話相談・面接相談
　月〜金曜日（祝日を除く）　9時〜16時30分
　※要電話予約　本福祉課（☎内線1191）
心配ごと相談
　地域福祉支援センター（☎382-8397）
　第２・４木曜日（祝日を除く）　９時〜11時30分
　松　第９会議室
　第１・３月曜日（祝日を除く）　13時30分〜16時
青色申告記帳相談
　安中商工会（☎382-2828）
　月〜金曜日（祝日を除く）　９時〜12時
　松井田商工会館（☎393-1411）
　月〜金曜日（祝日を除く）　９時〜17時
交通事故相談
　安中交通安全協会
　月〜金曜日（祝日を除く）　９時〜16時
　※要電話予約（☎382-0211）
若者就職活動個別相談
　本　第一火曜日（１月を除く）　10時〜12時
　※要電話予約  ぐんま若者サポートステーション（☎233-2330）

9　　月 10　　月
１日 Ｊ・Ｌ・Ｓ 16日 Ｂ・Ｈ・Ｑ １日 Ｇ・Ｋ・Ｕ
２日 Ａ・Ｔ・Ｖ 17日 Ｉ・Ｊ・Ｏ ２日 Ｂ・Ｄ・Ｒ
３日 Ｍ・Ｘ・Ｙ 18日 Ａ・Ｆ・Ｐ ３日 Ｅ・Ｎ・Ｊ
４日 Ｃ・Ｇ・Ｋ 19日 Ｌ・Ｍ・Ｓ ４日 Ａ・Ｈ・Ｑ
５日 Ｄ・Ｒ・Ｗ 20日 Ｃ・Ｔ・Ｖ ５日 Ｉ・Ｍ・Ｏ
６日 Ｅ・Ｎ・Ｚ 21日 Ｗ・Ｘ・Ｙ ６日 Ｃ・Ｆ・Ｐ
７日 Ｈ・Ｕ・Ｑ 22日 Ｇ・Ｋ・Ｚ ７日 Ｌ・Ｓ・Ｗ
８日 Ｂ・Ｉ・Ｏ 23日 Ｄ・Ｒ・Ｕ ８日 Ｔ・Ｖ・Ｚ
９日 Ｆ・Ｊ・Ｐ 24日 Ｂ・Ｅ・Ｎ ９日 Ｕ・Ｘ・Ｙ
10日 Ａ・Ｌ・Ｓ 25日 Ｈ・Ｊ・Ｑ 10日 Ｂ・Ｇ・Ｋ
11日 Ｍ・Ｔ・Ｖ 26日 Ａ・Ｉ・Ｏ 11日 Ｄ・Ｊ・Ｒ
12日 Ｃ・Ｘ・Ｙ 27日 Ｆ・Ｍ・Ｐ 12日 Ａ・Ｅ・Ｎ
13日 Ｇ・Ｋ・Ｗ 28日 Ｃ・Ｌ・Ｓ 13日 Ｈ・Ｍ・Ｑ
14日 Ｄ・Ｒ・Ｚ 29日 Ｔ・Ｖ・Ｗ 14日 Ｃ・Ｉ・Ｏ
15日 Ｅ・Ｎ・Ｕ 30日 Ｘ・Ｙ・Ｚ 15日 Ｆ・Ｐ・Ｗ
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人口と世帯 日本人住民 外国人住民
男 女 男 女

安中地域 22,258 22,843 183 221 合　計 59,160人
松井田地域 6,624 6,945 30 56 世帯数 24,552

合　計 28,882 29,788 213 277 （平成29年7月末日現在）

皆さんの声をお待ちしております
　市役所本、松、各地区の公民館・生涯学習セ
ンターに、皆さんの声をお聞きするため、「市民
の声」を投函できるポストを配置しております。
　皆さんが日ごろ感じていることやご意見など
をぜひお聞かせください

みずいろの雨、パープルタウン……。みなさんが知っているヒット曲は昔のままに。
There you are、約束、明日の嵐……。
短編小説を読むようなストーリーの中に、新しい八神純子が見つかります。

「昨日、何か月前、何年前、何十年前。ステージで、ＣＤで、レコードで、テレ
ビで私の歌を聴いてくださったあなたにまた会いたい」－八神純子－
八神純子のコンサートを聴きに、ぜひ文化会館にお越しください。
日　時▶平成29年11月5日（日）　14：30開場　15：00開演
会　場▶安中市松井田文化会館　大ホール
料　金▶【全席指定】一般 5,000円
　　　　ペアチケット8,000円（2枚以上のお求めは一枚4,000円）　
チケット好評販売中
※未就学児の入場はできません。　※電話での申し込みもできます。
－チケットのお求めは、松井田文化会館窓口へ－
主催・お問い合わせ▶安中市松井田文化会館（☎027-393-4400）

　　　　　　　  There you are ～キミの街へ
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八神純子　
コンサートツアー2017

今年も開催決定！
碓氷峠國盗り綱引き合戦！！

大会ゲスト

千葉真子さん
（世界陸上メダリスト）
と一緒に走ろう
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安中市の公式ツイッターをご利用ください。
https://twitter.com/Annaka_City

豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち
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